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世
界
の
情
グ
的
ク
ラ
イ
マ
ー
を
コ
え
で

日
本
山
岳
協
会
主
催
の
海
外
登

山
研
究
会
が
、
去
る
２
月
１８
日
～

‐９
日
東
京
で
開
か
れ
出
席
し
た
。

日
本
の
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
の
低
迷
が
叫
ば
れ
て
い
る
中
、

ス
ロ
ベ
ニ
ア
か
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
一呂

峰
初
登
攀
な
ど
、
過
激
な
登
撃
を

実
践
し
て
い
る
マ
ル
コ
プ
レ
ゼ
リ

氏

（４０
才
）
と
英
国
の
ロ
ジ
ャ
ー

ペ
イ
ン
氏

（元
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
役
員
）

か
ら
ハ
ー
ド
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
世

界
の
山
々
で
展
開
し
て
い
る
登
攀

ス
タ
イ
ル
を
紹
介
し
て
頂
い
た
。

彼
等
は
、　
一
年
の
中
で
６
週
間

を
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
過
ご
し
、
登
攀
ル
ー

ト
に
は
フ
ィ
ッ
ク
ス
ロ
ー
プ
や
ピ

ト
ン
、
そ
の
他

一
切
残
置
す
る
事

な
く
ス
マ
ー
ト
な
ラ
イ
ン
か
ら
頂

上
を
め
ざ
し
て
い
る
。
又
、
日
本

の
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
イ
マ
ー
の
第

一

人
者
　
山
野
井
泰
史
氏

（
４０
才
）

や
現
役
の
若
い
ク
ラ
イ
マ
ー
も
混

え
て
、
３
人
の
パ
ネ
ラ
ー
が
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
の
復
興
に
つ
い
て
熱
く

話
し
て
く
れ
た
。
今
の
日
本
で
は

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
マ
ー
か
ら
ア
ル
パ

イ
ン
に
向
か
う
人
は
１０
人
位
し
か

い
な
い
だ
ろ
う
と
も
話
し
た
。
彼

等
は
大
遠
征
隊
を
嫌

っ
て
独
立
し

た
自
分
主
体
の
山
登
り
を
め
ざ
し

富

康

て
い
る
よ
う
だ
。
今
の
日
本
の
山

登
り
は
、
主
体
が
８
０
０
０
米
の

遠
足
と
か
高
峰
の
ド
ラ
イ
ブ
と
云

わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
は
別
の

世
界
だ
。
ラ
イ
バ
ル
意
識
な
く
知

り
合

い
が
困
難
な
ル
ー
ト
か
ら
頂

上
に
立
て
ば
素
直
に
喜
ぶ
そ
う
だ
。

私
ら
は
長
い
山
登
り
の
中
で
自
分

以
外
は
全
て
ラ
イ
バ
ル
だ
と
思
い

目
標
を
立
て
て
い
た
者
に
は
恥
ず

か
し
い
限
り
だ
と
思

っ
た
。

昨
今
の
山
登
り
の
ス
タ
イ
ル
は

完
全
に
変

っ
て
来
た
。
彼
等
の
ヒ

マ
ラ
ヤ
の
サ
バ
イ
バ
ル
は
、
世
界

中
の
山
で
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
の
先
導
と
な
る
だ
ろ
う
。

＝
国
体
山
岳
競
技
予
選
会
＝

愛
知
山
岳
ト
ラ
イ
ア
ル

３
月
１２
日
０
国
体
山
岳
競
技
予

選
を
兼
ね
た
山
岳
ト
ラ
イ
ア
ル
が

猿
投
山

（豊
田
市
）
に
於
て
行
わ

れ
１７
人
が

エ
ン
ト
リ
ー
し
た
。

朝
か
ら
時
折
雨
ま
じ
り
の
な
か

高
校

　

一
般
男
女
が
猿
投
神
社
駐

車
場
か
ら
頂
上
ま
で
の
５
肺
の
区

間
で
タ
イ
ム
を
競
い
、
北
村
匠
選

手

（旭
野
高
校
）
が
２７
分
０５
秒
で

優
勝
し
た
。

長

石

サ||
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第
２
回
気
象
講
習
会

（三
河
地

区
）
が
、
２
月
１９
日
に
私
立
豊
川

一日
等
学
校
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
師
に
田
辺
元
祥
先
生

全
局
体
連
）

を
迎
え
、
午
前
中
は
基
礎
的
な
気

象
知
識
の
講
習
を
受
け
た
後
、
気

象
通
報
の
間
き
取
り
方
や
天
気
図

の
作
成
方
法
を
学
び
ま
し
た
。
午

後
か
ら
は
天
気
図
の
読
み
方
や
予

備
知
識
な
ど
の
講
習
を
受
け
ま
し

た
。
受
講
者
は
山
岳
会
員
２
名
、

高
校
生
が
９
名
で
し
た
。
（岩
狭
）

気
象
講
習
会
に
参
加
し
て

気
象
情
報
に
関
心
持
つ

岡
崎
山
岳
会
　
書
生
不
菫
奮
習
率
Ｊ

安
全
登
山
の
た
め
に
気
象
を
学

ぶ
こ
と
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

山
に
行
く
前
は
ネ

ッ
ト
の
天
気
を

見
る
程
度
で
、
山
の
上
で
天
気
図

は
書
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
天
気
図
は
な
ん
と
か
書
け
て

も
読
ん
だ
り
予
測
し
た
り
が
で
き

ま
せ
ん
。
気
象
を
理
解
す
る
こ
と

も
山
登
り
の

一
つ
の
楽
し
み
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
私
で
す

が
少
し
は
進
歩
し
た
く
て
受
講
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
講
習
会
を

受
け
る
前
に
本
を
読
ん
だ
リ
ネ

ッ

基
礎
的
な
知
識
や
天
気
図
の
書
き
方

卜
の
天
気
図
を
ま
め
に
見
た
り
と

そ
れ
な
り
に
準
備
も
し
ま
し
た
。

受
講
の
機
会
が
な
け
れ
ば
や
ら
な

い
こ
と
で
す
。

午
前
中
は
地
上
天
気
図
の
書
き

方
の
講
義
の
後
、
実
際
に
聞
き
取

り
な
が
ら
記
入
し
ま
し
た
。
等
圧

線
を
引
く
の
は
苦
手
で
し
た
が
、

だ
ん
だ
ん
引
き
方
の
コ
ツ
が
わ
か
っ

て
き
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
フ
ェ
ー

ン
現
象
　
高
度
地
表
面
温
度
な
ど

の
説
明
と
い
ろ
い
ろ
な
天
気
図
の

説
明
が
あ
り
ま
し
，
。

講
義
を
聴
い
て
い
て
、
地
上
天

気
図
だ
け
で
は
天
気
の
予
測
は
不

十
分
で
高
層
天
気
図
の
読
み
方
の

必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。
私
は
高

層
天
気
図
は
ま

っ
た
く
わ
か
ら
な

い
の
で
、
あ
る
程
度
は
わ
か
る
よ

う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

今
日
の
講
義
の
内
容
を
全
部
理

解
す
る
の
は
無
理
な
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
気
象
に
関
心
を
持
ち
続
け

て
、
安
全
登
山
の
た
め
に
役
立
て

た
い
で
す
。

指
導
員
集
会
開
く

資
格
更
新
や
手
続
示
す

名
古
屋
地
区
の
指
導
員
集
会
が

２
月
１４
日
ω
県
ス
ポ
ー
ツ
会
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

１
　
活
動
報
告

田
　
新
指
導
員
制
度
に
つ
い
て

指
導
員
、
コ
ー
チ
な
ど
の
指
導

対
象
と
取
得
状
況
。

②
　
指
導
員
資
格
更
新
に
つ
い
て

更
新
者
の
指
導
員
実
績
資
料

は
、
す
で
に
日
山
協
に
提
出
済

み
。
資
格
更
新
に
伴
う
事
務
手

数
料
は
各
自
に
お
い
て
３
月
３．

日
ま
で
に
対
応
す
る
。

問
　
愛
知
岳
連
名
誉
指
導
員
の
申

請
は
現
在
ま
で
６
名
。

ｍ
　
上
級
指
導
員
養
成
講
習
会

愛
知
で
実
施
す
る
が
、
２０
人
に

達
し
な
い
場
合
は
、
東
海
３
県

で
共
同
開
催
す
る
。

※
日
山
協
指
導
員
総
会
に
お
い
て

新
し
い
指
導
員
規
約
、
検
定
基
準

が
示
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
に
伴

っ

て
見
直
し
　
改
定
を
進
め
る
。

和

や

か

な

中

に
競

技

を

楽

し

む

″

～
団
体
は
豊
橋
山
岳
会
が
４
連
覇
～

恒
例
の
親
睦
ス
キ
ー
大
会
が
２

月
５
日
田
、
イ
ト
シ
ロ
シ
ャ
ー
ロ
ッ

ト
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
た
。
大

雪
と
の
予
報
が
出
さ
れ
る
中
、
小

雪
の
中
に
薄
日
も
差
す
と
い
う
天

候
と
上
々
な
雪
質
に
恵
ま
れ
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
回
転
競
技

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。
参
加

人
数
は
３５
名
と
若
千
少
な
め
で
は

あ
っ
た
が
、
昨
年
度
に
比
べ
６
名
の

参
加
者
の
増
加
を
え
た
こ
と
は
、

主
催
者
と
し
て
は
喜
ば
し
い
こ
と

で
あ

っ
た
。

レ
ー
ス
は
、
昨
■年
度
の
覇
者
で

あ
る
豊
橋
山
岳
会
の
柴
田
高
教
さ

ん
が
連
覇
し
、
２
位
に
は
大
山
山

岳
会
の
磯
山
登
さ
ん
、
３
位
に
は

豊
橋
山
岳
会
の
鈴
木
良
和
さ
ん
が

入

っ
た
。
ま
た
、
団
体
優
勝
も
豊

橋
山
岳
会
が
圧
倒
的
な
強
さ
で
４

連
覇
を
か
ぎ

っ
た
。
ま
た
、
競
技

後
の
開
会
式
で
は
、
協
賛
店
か
ら

快
く
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
豪
華

賞
品
に
盛
り
上
が

っ
た
。

最
後
に
、
石
川
会
長
の
挨
拶
に

あ

っ
た
と
お
り
、
よ
り
多
く
の
会

員
の
参
加
を
得
る
こ
と
で
、
次
回

大
会
の
さ
ら
な
る
成
功
と
発
展
に

つ
な
が
る
こ
と
を
折
り
た
い
．

〔記
　
録
〕

◆
個
人
の
部

優
勝

柴
田
高
教
盆
豆橋
山
岳
会
）

２
位

磯
山
　
登
実

山
山
岳
会
）

３
位

鈴
木
良
和
含
豆橋
山
岳
会
）

４
位

渋
谷
尚
紀
（フ
ェ
ア
リ
ー
）

５
位

加
藤
千
統
実

山
山
岳
会
）

◆
団
体
の
部

優
勝
　
豊
橋
山
岳
会
Ａ

２
位
　
大
山
山
岳
会
Ａ

３
位
　
安
城
こ
も
れ
び
Ａ

本
大
会
の
賞
品
に
つ
き
ま
し
て

は
、
以
下
の
協
賛
店
の
ご
協
力
を

頂
き
ま
し
た
。
紙
面
を
借
り
て
厚

く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ア
ル
パ
イ
ン
ツ
ア
ー
サ
ー
ビ
ス
、

墜̈
前
ア
ル
プ
ス
、
カ
ジ
タ
ッ
ク
ス
、

ス
〓

フ
ア
ル
ピ
ー
ナ
、
穂
高
、

三
国
屋
、
モ
ン
タ
エ
ア

（ア
イ
ウ
エ
オ
順
）
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甲
斐
駒
～
北
岳
～
塩
見
岳

《行
程
》
２
０
０
５
　
１２
　
２３

〔メ
／ヽバ
ー
〕
山
口
、
後
平
、
田
村
、

渡
邊

▼
‐２
／
２３
０
　
名
古
屋

＝

長
坂

＝

竹
字
駒
ヶ
岳
神
社

▼
‐２
／
２４
０
　
竹
宇
駒
ヶ
岳
神
社

７
　
００
１

黒
戸
尾
根

―

七
丈

小
屋

１５
　
００

い
よ
い
よ
合
宿
ス
タ
ー
ト
。
２

週
間
以
上
か
け
て
、
南
ア
ル
プ
ス

全
山
縦
走
＆
北
岳
バ
ッ
ト
レ
ス
の

予
定
。
重
い
荷
物
を
背
中
に
、　
一

歩
を
踏
み
出
す
。

五
合
目
小
屋
ま
で
は
、
ヒ
ー
ヒ

ー
言
い
な
が
ら
も
、
順
調
に
高
度

を
稼
ぐ
。
五
合
目
小
屋
で
、
ア
イ

ス
を
登
り
に
来
た
ク
ラ
イ
マ
ー
の

方
々
と
会
う
。
今
年
は
雪
が
多
く
、

ほ
と
ん
ど
の
パ
ー
テ
ィ
ー
が
敗
退

し
た
と
い
う
。
先
が
思
い
や
ら
れ

スリ
　
　
。
五
合
目
～
七
丈
小
屋
ま
で
は
、

そ
れ
ま
で
と

一
転
、
急
登
と
な
る
。

腐
っ
た
木
の
梯
子
に
身
を
ゆ
だ
ね
、

ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し
な
が
ら
登
っ
て
行
く
。

疲
れ
た
体
に
鞭
打

っ
て
、
七
丈
小

屋
到
着
。
次
の
日
に
備
え
、
サ
ッ

サ
と
寝
る
。
今
日
は
ク
リ
ス
マ
ス

イ
ブ
な
の
に
、
男
二
人
と
は
…
。

▼
‐２
／
２５
〇
　
七
丈
小
屋
７
　
２０

１
甲
斐
駒
ヶ
岳

Ｈ

２０
～

Ｈ

５０

１

駒
津
峰

１４
　
４０
‐

仙
水
峠

―

仙
水
小
屋

１６
　
４０

七
丈
小
屋
か
ら
は
、
ト
レ
ー
ス

が
無
く
朝

一
か
ら
ラ
ッ
セ
ル
。
雪

ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
、
雪
壁
、

岩
場
を
登
り
、
山
頂
へ
。
順
調
な

行
程
と
最
高
な
青
空
に
、
気
分
良

く
ノ
ン
ビ
リ
休
憩
す
る
。

甲
斐
駒
か
ら
駒
津
峰
へ
向
か
，
．

全
く
ト
レ
ー
ス
の
無
い
中
、
雪
を

掻
き
分
け
、　
ハ
イ
松
に
掴
ま
リ
ク

ラ
イ
ム
ダ
ウ
ン
し
、
岩
場
を
歩
く
．

項
上
ま
で
の
行
程
が
嘘
の
よ
う
に
、

ス
ピ
ー
ド
が
あ
が
ら
な
い
。
三
時

間
か
け
て
、
や

っ
と
駒
津
峰
の
頂

上
到
着
。

駒
津
峰
か
ら
は
ト
レ
ー
ス
が
あ

り
、
多
少
は
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
．

で
も
、
深
い
雪
に
足
を
と
ら
れ
途

中
で
ワ
カ
ン
を
装
着
し
、
仙
水
小

屋
ま
で
ト
ボ
ト
ボ
歩
く
。
テ
ン
ト

を
張

っ
た
の
は
、
暗
く
な

っ
て
か

ら
で
し
た
。

▼
‐２
／
２６
０
　
仙
水
小
屋
６
　
３０

１
北
沢
峠
７
　
３０
‐
小
仙
丈
岳

Ｈ

００
１
仙
丈
岳
手
前

１４

３０

昨
日
は
遅
か
っ
た
け
れ
ど
、
行

程
を
取
り
戻
す
た
め
、
早
起
き
じ

て
先
を
急
ぐ
。
平
由
な
道
な
の
で
、

す
ぐ
に
北
沢
峠
着
。
こ
こ
か
ら
先

も
、
ほ
と
ん
ど
ト
レ
ー
ス
は
無
し
。

ラ
ッ
セ
ル
に
苦
し
み
つ
つ
、
小
仙

丈
岳
を
通
過
。

森
林
限
界
を
越
え
た
あ
た
り
か

ら
、
強
風
に
さ
ら
さ
れ
る
。
仙
丈

岳
へ
の
登
り
で
、
胸
ま
で
の
ラ
ッ

セ
ル
と
体
が
吹
き
飛
ば
さ
れ
る
ほ

ど
の
強
風
に
行
く
手
を
阻
ま
れ
る
。

こ
の
日
、
全
国
各
地
で
記
録
的
な

強
風
が
吹
い
て
い
た
の
だ
か
ら
、

た
ま
ら
な
い
。

先

へ
進
む
こ
と
を
一諦
め
、
仙
丈

岳
と
小
仙
丈
岳
の
間
の
く
ば
地
に

テ
ン
ト
を
張
る
。
ポ
ー
ル
が
し
な

り
、
狭
く
な
っ
た
テ
ン
ト
の
中
で
、

お
や
す
み
な
さ
い
。

▼
‐２
／
２７
ω
　
仙
丈
岳
手
前
７

００
１

北
沢
峠

１０
　
３０
１

広
河

原

・４
　
００
‐

池
山
吊
尾
根
取

付

１５
　
３０

今
日
も
か
な
り
の
強
風
。
今
後

の
行
程
と
雪
の
量
を
考
え
池
山
吊

尾
根
組
と
合
流
で
き
な
い
可
能
性

が
あ

っ
た
た
め
、
仙
塩
尾
根
を
諦

め
る
。
代
わ
り
に
、
広
河
原
経
由

で
北
岳
を
目
指
す
。
前
日
の
ラ
ッ

セ
ル
の
お
陰
で
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
に

北
沢
峠
着
し
、
そ
の
ま
ま
林
道
歩

き
へ
。
世
の
中
に
は
物
好
き
が
い
る
も

の
で
、
広
河
原

へ
続
く
ト
レ
ー
ス

が
あ
る
―
あ
り
が
た
く
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
、
先
を
急
ぐ
。
次
第
に

雪
が
減
り
、
広
河
原
周
辺
の
雪
の

少
な
さ
に
は
、
ビ

ッ
ク
リ
ー

池
山
吊
尾
根
取
付
で
、
渡
辺

後
平
の
パ
ー
テ
ィ
と
無
事
合
流
。

再
会
を
祝
し
て
、
久
し
ぶ
り
の
豪

華
な
食
事
と
酒
に
あ
り
つ
く
。

▼
‐２
／
２８
”
　
池
山
吊
尾
根
取
付

６
　

３０
‐

池
山
小
屋

１０
　
３０

―
砂
払
士
則

（森
林
限
な
士
Ｕ

‐４

　

４５

長
い
長
い
池
山
墨
尾
根
な
の
で
、

早
め
に
出
発
。
取
付
直
後
の
急
登

が
結
構
い
や
ら
し
く
、
ゆ
っ
く
り

確
実
に
登
る
。
途
中
か
ら
は
傾
斜

も
落
ち
、
池
山
小
屋
着
。
い
つ
も

通
リ
ト
レ
ー
ス
も
無
く
、
ワ
カ
ン

を
着
け
る
。
皆
で
ガ
ン
ガ
と
フ
ッ
セ

ル
し
、
森
林
限
界
ま
で
辿
り
着
く
。

風
を
考
え
、
森
林
限
界
ギ
リ
ギ

リ
の
斜
面
に
テ
ン
ト
を
張
り
、
明

日
以
降
に
備
え
て
就
寝
。

▼
‐２
／
２９
”
　
砂
払
手
前
６
　
３０

１

八
本
歯

の
コ
ル
ー０
　
００
～

Ｈ

００
１

北
岳

１２

３０
～

１３

００

１

八
本
歯
の
コ
ル
ー４
　
３０

テ
ン
ト
を
た
た
み
、
荷
物
を
ま

と
め
て
出
発
―
―
し
た
と
た
ん
に
、

後
続
パ
ー
テ
ィ
と
ば

っ
た
り
ふ
ム
う
。

ラ
ッ
セ
ル
は
我
々
の
役
割
ら
し
く
、

彼
ら
は
次
第
に
後
ろ
に
離
れ
て
い

く
。
八
本
歯
の
コ
ル
手
前
、
岩
場

が
か
な
り
い
や
ら
し
く
、　
一
箇
所

懸
垂
下
降
す
る
。

人
本
歯
の
コ
ル
に
テ
ン
ト
設
営

後
、
北
岳
頂
上

へ
．
慎
重
に
高
度

を
稼
ぎ
　
昼
ご
ろ
に
頂
上
到
着
―

風
は
あ
る
が
抜
群
に
天
気
が
良
く
、

３
６
０
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ
を
満
喫
。

後
か
ら
も
数
パ
ー
テ
ィ
が
登
頂
し
、

久
々
に
多
く
の
人
に
会
う
こ
と
が

で
き
た
。

テ
ン
ト
サ
イ
ト
に
下
山
後
、
山

口
　
後
平
が
北
岳
バ
ッ
ト
レ
ス
を

偵
察
す
る
。
今
年
は
こ
の
時
期
に

し
て
は
雪
が
多
く
、
第
四
尾
根
抜

け
て
か
ら
雪
崩

の
危
険
が
あ
リ
ア

タ

ッ
ク
中
止
を
決
定
す
る
。
ま
た

半
年
前
に
骨
折
し
た
田
村

の
足
の

怪
我
が
お
も
わ
し
く
な
く
、
今
後

の
予
定
を
三
伏
峠
ま
で
と
す
る
。

よ

っ
て
、
明
日
の
行
程
は
熊

ノ

平
ま
で
と
し
翌
日
を
休
養
日
と
決

め
た
。

▼
‐２
／
３０
６
　
人
本
歯
の
コ
ル

７
　

００
１

北
岳
山
荘
９
　

００

～
９
　
３０
‐

間
ノ
岳

１２
　
００

１

二
峰
岳

１３
　
００
‐

熊
ノ
平

小
屋

１５
　
３０

頂
上

へ
の
道
を
途
中
ま
で
た
ど

り
、
途
中
か
ら
北
岳
山
荘
に
向
か

っ
て
ト
ラ
バ
ー
ス
。
部
分
部
分
雪

一面
を
横
切
り
、
無
事
に
山
荘
到
着
。

山
荘
手
前
か
ら
、
天
候
が
悪
化
し
、

時
々
ホ
ワ
イ
ト
ア
ウ
ト
状
態
と
な

る
。
し
か
し
、
な
だ
ら
か
な
稜
線

な
の
で
、
問
題
な
く
距
離
を
稼
い

で
い
く
。
風
に
あ
お
ら
れ
つ
つ
、

間
ノ
岳
通
過
。
三
峰
岳
へ
も
、
特

に
問
題
に
な
る
場
所
は
無
く
、
順

調
に
進
む
。

三
峰
岳
か
ら
先
、　
一
部
岩
稜
帯

あ
り
。
小
屋
手
前
で
は
、
深
め
の

雪
。
ひ
と
ふ
ん
ば
り
の
ラ
ッ
セ
ル

で
、
小
屋
到
着
。

▼
‐２
／
３‐
田

〈休
養
日
〉

（熊
ノ

平
小
屋
に
て
）

快
晴
の
天
気
だ
け
ど
今
日

一
日

は
休
養
日
。
小
屋
の
前
の
テ
ラ
ス

で
湿
り
き

っ
た
シ
ュ
ラ
フ
や
衣
類

な
ど
乾
し
の
ん
び
り
と
過
ご
す
。
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▼
１
／
１
０

熊
ノ
平
小
屋
６

３０

１

北
荒
川
岳

１３
　
００
‐

塩
見

岳

１６
　
‐０
～

‐６
　
３０
１

塩
見

小
屋

１７
　
３０

行
程
が
長
い
こ
と
も
あ
り
、
早

起
き
し
て
出
発
。
テ
ン
ト
が
乾
い

て
い
る
か
ら
か
、
荷
物
が
軽
い
η

い
つ
も
通
リ
ト
レ
ー
ス
は
無
く
、

ラ
ッ
セ
ル
、
ラ
ッ
セ
ル
、
ラ
ッ
セ

ル
ー
．
ラ
ッ
セ
ル
を
続
け
て
、
安

倍
荒
倉
岳
、
新
蛇
抜
山
を
通
過
。

北
荒
川
岳
手
前
で
、
ハ
イ
松
帯
の

ラ
ッ
セ
ル
に
か
な
り
苦
し
む
。

塩
見
の
急
登
に
最
後
の
力
を
振

り
絞
り
、
山
頂
着
―
富
士
山
を
バ

ッ
ク
に
各
自
好
き
な
ポ
ー
ズ
で
写

真
を
撮
る
。
下
り
は
岩
場
の
急
斜

面
、
し
か
も
夕
暮
れ
。
夕
Ｈ
の
美

し
さ
に
見
と
れ
な
が
ら
も
、
慎
重

に
下
る
。
塩
見
小
屋
前
に
テ
ン
ト

を
張
り
、
長
か
っ
た

一
日
が
終
了
。

▼
１
／
２
０
　
塩
見
小
屋
７
　
３０

１
三
伏
峠

Ｈ

００
１
塩
川
小
屋

‐２
　
３０
‐

鹿
塩
温
泉

１５
　
３０

＝

伊
那
大
島

＝

名
古
屋

今
日
は
合
宿
最
終
日
と
な
る
下

山
日
。
も
う
こ
れ
で
終
わ
る
か
と

思
う
と
、
寂
し
き
が
湧
き
上
が
る
。

と
同
時
に
、
力
不
足
を
さ
ら
に
実

感
す
る
。

ト
レ
ー
ス
の
お
陰
で
、
昨
日
と

は
う
っ
て
変
わ

っ
て
ス
ピ
ー
ド
が

上
が
る
。
予
定
よ
り
早
く
、
塩
川

小
屋
着
。
し
か
し
、
営
業
は
し
て

お
ら
ず
、
携
帯
も
繋
が
ら
な
い
。

途
中
に
あ
る
温
泉
旅
館
ま
で
歩
き
、

タ
ク
シ
ー
を
呼
ぶ
。
電
車
の
中
で

宴
会
し
つ
つ
、
久
し
ぶ
り
の
名
古

屋
に
到
着
。

〈感
想
〉
今
回
の
冬
山
合
宿
は
長

期
縦
走
と
登
攀
を
組
み
合
わ
せ
た

計
画
だ

っ
た
が
、
実
際
は
三
伏
峠

ま
で
の
縦
走
だ
け
で
終
わ

っ
て
し

ま

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
我
が

会
初
め
て
の
冬
山
合
宿
と
し
て
は

長
期
で
山
に
入
る
事
に
よ
り
、
新

人
に
と

っ
て
は
生
活
技
術
や
歩
行

技
術
が
身
に
つ
く
事
が
で
き
、
そ

れ
な
り
に
充
実
し
た
合
宿
だ

っ
た

と
思
う
。
ま
た
今
回
の
長
い
山
行

で
は
連
絡
先
に
携
帯
電
話
が
通
じ

る
所
で
は
連
絡
を
と
る
よ
う
に
し

た
。
今
後
も
う
少
し
自
分
達
の
実

力
を
高
め
、
も
う

一
度
こ
の
計
画

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
思
う
。

（山
口
）

甲
斐
駒

・
黄
蓮
谷
左
俣

〔メ
ン
バ
ー
〕
Ｌ
野
邊
敦
史

加
藤
義
彦

・２
月

２９
日
７
時
に
宇
竹
神
社
を

出
発
し
た
。
雪
は
少
な
い
が
と
て

も
冷
え
込
ん
で
い
る
。
６
人

（黒

戸
尾
根
４
人
と
合
わ
せ
て
）
が
連

な

っ
て
歩
く
。
伊
藤
を
先
頭
に
進

む
。
途
中
氷
化
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
り
。
刃
渡
り
は

一
歩
躊
躇
す

る
が
視
界
が
広
が
り
、
気
持
ち
が

良
い
と
こ
ろ
だ
。
５
合
目
の
小
屋

に
着
い
た
の
は

埠
時
３０
分
。
吉
村

隊
に
翌
日
の
食
事
、
酒
な
ど
を
デ

ポ
さ
せ
て
も
ら
い
、
黄
蓮
谷
取
り

付
き
の
岩
小
屋

へ
向
か
う
。
テ
ン

ト
持
参
な
の
で
、
快
適
な
夜
を
過

ご
す
。
し
か
し
明
日
、
こ
の
快
適

さ
は
重
さ
と
な

っ
て
身
を
痛
め
る

こ
と
を
こ
の
時
占
（で
は
気
づ

い
て

は
い
な
か

っ
た
。

３０
日
、
４
時
に
起
床
す
る
。
６

時

３０
分
に
出
発
し
た
。
最
初

の
小

滝
は
滝

つ
ぼ
が
凍

っ
て
お
ら
ず
、

巻
く
こ
と
に
し
た
。
雪
は
さ
ら
さ

ら
の
新
雪
で
深

い
と
こ
ろ
は
ラ

ッ

セ
ル
が
し
ん
ど

い
。
坊
主

ノ
滝
よ

り
登
攀
．
加
藤
ト

ッ
プ
、

つ
る

ベ

で
行

っ
た
。
２
ピ

ッ
チ
で
抜
け
て
、

そ
の
後
は

コ
ン
テ
で
進
ん
だ
。
８

時

３０
分
二
俣
に
つ
い
て
小
体
止
し

た
。結
構
し
ん
ど
い
な
と
思
え
る
が
、

ど
う
や
ら
荷
物

の
せ
い
も
あ
る
よ

う
だ
。
登
攀
具
類
を
ザ

ッ
ク
か
ら

出
し
て
も
こ
ん
な
に
重

い
と
は
少

し
ま
ず
か

っ
た
。
Ⅱ
級
程
度
の
水

は

コ
ン
テ
で
進
む
。
や
や
薄

い
と

こ
ろ
が
あ
る
。
チ
ム
ニ
ー
滝
は
ス

タ
カ

ッ
ト
し
た
が
、
こ
の
辺
は
あ

ま
り
記
憶
が
な

い
。

‐２
時
過
ぎ
よ
う
や
く
、
核
心
の

６０

ｍ
垂
直

の
滝
に
で
た
．
下
か
ら

見
上
げ
る
と
上
が
圧
縮
さ
れ
て
終

了
点
が
見
え
な

い
。
野
邊
ト

ッ
プ

で
右
手
の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
状
に
取

り
付

い
た
。
途
中
休
憩
が
取
れ
そ

う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
な
気
が

し
た
の
で
、
こ
ち
ら
に
取
り
付

い

た
の
だ
が
、
や
は
リ
シ
ャ
ン
デ
リ

ア
状

の
垂
直
は
ア

ッ
ク
ス
が
決
め

に
く
く
、
空
身

で
行

っ
た
割
に
怖

い
思

い
を
し
た
。
加
藤
は
セ
カ
ン

ド
と
は

い
え
、
重

い
ザ

ッ
ク
を
背

負

い
　
こ
の
ラ
イ
ン
を
登

っ
た
の

だ
か
ら
、　
４０
代
と
は
思
え
な

い
パ

ワ
ー
だ
と
改
め
て
驚

か
さ
れ
る
。

そ
の
後
は
二
人
で
残
り
の
ザ

ッ
ク

を
引
き
上
げ
、
彼
が
そ
の
上
を
登

っ
て
い
っ
た
。
す

べ
て
終
了
し
た

と
き
す
で
に
時
計
は

１６
時

３０
分
。

最
後
を
カ

ッ
ト
し
、
そ
の
ま
ま

左
手
の
沢
に
入
る
が
、
途
中
非
常

に
傾
斜
が
き

つ
く
、
わ
ず
か
な
一濯

木
が
あ
る
だ
け
で
、
か
な
り
悪

い

と
こ
ろ
だ

っ
た
。
稜
線
に

１９
時

３０

分
。
ず

い
ぶ
ん
歩

い
た

２．
時

４０
分

よ
う
や
く
５
合
日
。
吉
村
隊
の
テ

ン
ト
を
見

つ
け
、
ア
ン
バ
ヨ
と
声

を
か
け
る
と
、
す
ぐ

ラ
イ
ト
が

つ

い
た
。
す
ぐ
幕
営
し
た
が
、
吉
村

隊

の
人
々
か
ら
い
た
だ

い
た
、
お

茶
が
温
か
く
て
仲
間
を
あ
り
が
た

く
思
え
た
。

３‐
日
、
下
山
の
み
、
の
ん
び
り

８
時
頃
出
発
。
加
藤
は
足
を
心
配

し
て
ゆ

っ
く
り
降
り
て
い
た
が
、

野
邊
が
今
日
の
夕
方
ま
で
に
大
阪

に
帰
り
た
い
と
わ
が
ま
ま
を
言
い
、

最
後
は
飛
ば

し
て
も
ら

っ
て
、

Ｈ

時

３０
分
駐
車
場
生
戻

っ
た
。（野
邊
）

名古屋・伏見藤錮コの山用品専門店

が、⊆ 9`晴%%%
ステラアルピーナ

(日 シャッツバーム )

名古F■市中ERI錦二丁目531長者町相互ビル2F●0522310739
営業時間/1■ 00～ 8:30μ (日曜日は7:00"迄 )

J[チッ丸

おしゃれに
とめる
拿きつととめて

サマになるワンポイント.

●しやれもアクセサリーの

便い万ひとつであなたを

ひきEにせます.
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戸
台
川
駒
津
沢
。
上
二
ゴ
リ
沢

〔メ
ノヽバ
ー
〕
Ｌ
岡
田
守
史

杉
田
直
美
、小
川
義
夫

２９
日
朝
、
車
の
そ
ば
で
は
役
場

の
方
達
が
焚
き
火
を
し
て
い
た
。

温
ま
り
な
が
ら
準
備
、
登
山
届
け

を
出
し
て
出
発
。
平
坦
な
単
調
な

道
を
３
時
間
、
未
開
拓
の
岩
壁
、

ボ
ル
ダ
ー
の
壮
大
な
景
観
を
眺
め

つ
つ
丹
渓
山
荘
に
着
。
山
荘
直
下

ト
イ
レ
も
近
く
、
沢
の
水
も
汲
め

る
絶
好
の
テ
ン
ト
場
で
あ
る
。
登

攀
に
使
わ
な
い
物
を
テ
ン
ト
に
放

り
込
ん
で
、
偵
察
を
兼
ね
本
谷
を

つ
め
る
。

鰤
分
も
歩
く
と
左
手
に

舞
姫
の
滝
が
壮
大
に
眺
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
こ
か
ら
先
、
右
手

に
舞
鶴
、
鶴
姫
ル
ン
ゼ
の
踏
み
跡

を
確
認
。
奥
に
進
む
と
七
丈
ノ
滝

が
ド
ン
と
構
え
て
い
る
。
息
を
呑

む
ほ
ど
の
大
き
さ
だ
。
隣
の
象
の

鼻
は
下
部
ま
で
繋
が
っ
て
い
な
い
。

更
に
詰
め
る
と
本
谷
の
Ｆ
ｌ
が
構

え
て
い
る
。
グ
レ
ー
ド
は
Ⅲ
だ
が

も

っ
と
難
し
く
感
じ
る
。

（
ア
イ

ゼ
ン
が
縦
走
用
の
上
、
全
く
研
い

で
い
な
か
っ
た
こ
と
が
大
き
い
）

時
間
が
か
か
る
も
何
と
か
抜
け
た
。

し
か
し
こ
こ
で
ト
ラ
ブ
ル
発
生
。

セ
カ
ン
ド
で
登

っ
て
い
た
ア
イ
ゼ

ン
の
刃
が
ザ
イ
ル
を
貫
通
し
て
し

ま

っ
た
。
た
だ
、
端
末
か
ら
６
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
の
と
こ
ろ
な
の
で
結

び
直
し
Ｆ
ｌ
は
抜
け
た
。
時
間
の

関
係
も
あ
り
Ｆ
２
を
確
認
し
て
テ

ン
ト
に
帰
る
。
夜
は
久
々
の
テ
ン

卜
生
活
。
（こ
こ
の
と
こ
ろ
ツ
エ
ル

ト
だ

っ
た
〉
快
適
で
暖
か
い
。
タ

食
は
す
き
焼
き
を
腹
い
っ
ぱ

い
食

べ
る
。
そ
し
て
明
日
に
備
え
ア
イ

ゼ
ン
の
爪
を
研
き
バ
イ
ル
の
牙
を

磨
く
。
ほ
と
ん
ど
は
小
川
が
研
い

た
が
、
ま
る
で
職
人
技
。

３０
日
、
暗
い
う
ち
か
ら
起
き
出

し
出
発
。
昨
日
の
道
を
た
ど
る
。

ま
ず
は
昨
日
の
お
さ
ら
い
。
Ｆ
ｌ

を
登
る
。
足
の
か
か
り
が
多
少
良

い
よ
う
に
感
じ
る
。
そ
れ
か
ら
２

人
を
引
き
上
げ
終
了
さ

っ
さ
と
Ｆ

２
へ
。
昨
日
は
遠
く
か
ら
眺
め
た

だ
け
だ
が
近
づ
く
と
下
が
滝
壼
、

落
ち
る
と
ず
ぶ
濡
れ
、
慎
重
に
登

る
。
登
り
き
る
と
そ
こ
に
は
駒
津

沢
Ｆ
ｌ
が
鎮
座

・
し
て
い
た
。
休
憩

を
取

っ
た
後
、
登
攀
開
始
。
や
は

り
足
の
利
き
が
悪
い
。
ア
イ
ス
ピ

ト
ン
を
多
め
に
決
め
て
登
る
。

４０

メ
ー
ト
ル
で
１
ピ

ッ
チ
ロ
を
切
り

２
人
を
引
き
上
げ
る
。
２
ピ

ッ
チ

目
は
段
々
と
傾
斜
が
緩
む
が
気
が

抜
け
な
い
。
Ｆ
ｌ
を
抜
け
る
と
す

ぐ
前
に
は
Ｆ
２
が
あ
る
が
時
間
オ

ー
バ
ー
。
こ
こ
ま
で
で
思
い
の
ほ

か
時
間
が
か
か
っ
た
。
し
か
し
核

心
の
Ｆ
ｌ
は
抜
け
た
の
で
満
足
。

２
回
の
懸
垂
で
下
降
し
早
々
と
テ

ン
ト
に
帰

っ
た
。

３．
日
、
寝
坊
す
る
も
本
日
は
上

ニ
ゴ
リ
沢
と
下
山
の
み
。
テ
ン
ト

を
撤
収
し
て
上

ニ
ゴ
リ
の
分
岐
に

要
ら
な
い
荷
物
を
デ
ポ
、
空
荷
で

登
る
が
以
外
に
遠

い
。
特
に
氷
瀑

が
見
え
て
い
る
の
に
…
。
や
っ
と

の
こ
と
で
到
着
、
登
攀
準
備
。
ル

ー
ト
の
取
り
方
に
よ

っ
て
色
々
と

楽
し
め
簡
単
に
ト
ッ
プ

ロ
ー
プ
も

張
れ
る
。
Ｆ
ｌ
は
杉
田
が
リ
ー
ド
、

左
か
ら
右
上
ヘ
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
直

下
に
抜
け
る
。
道
沿
い
に
い
く
つ

か
氷
瀑
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｆ
２
は
小
川
が
リ
ー
ド
、
安
心
し

て
見
て
い
ら
れ
る
安
定
感
が
あ
る
。

獣
の
踏
み
跡
ら
し
き
し
か
な
い
沢

を
つ
め
て
Ｆ
３
へ
．
Ｆ
３
は
あ
ま

り
発
達
し
て
お
ら
ず
、
こ
こ
で
終

了
。
元
の
道
を
帰
る
。
周
囲
が
暗

く
な
り
か
け
た
頃
分
岐
に
戻
る
。

こ
こ
か
ら
は
安
全
な
平
坦
な
単
調

な
道
、
戸
台
の
氷
瀑
に
後
ろ
髪
ひ

か
れ
る
思
い
で
名
残
惜
し
か
っ
た

が
、
次
に
来
る
と
き
は
更
に
上
手

く
な

っ
て
、
新
装
備
で
挑
む
こ
と

を
誓
い
つ
つ
後
に
し
た
。
（岡
田
）

＝
自
然
保
護
委
員
総
会
＝

‐８
年
度
活
動
計
画
決
め
る

去
る
２
月
２８
日
的
自
然
保
護
委

員
総
会
が
、
県
ス
ポ
ー
ツ
会
館
で

行
わ
れ
１８
人
が
出
席
し
た
。

冒
頭
、
杉
本
委
員
長
の
挨
拶
で

会
議
が
進
め
ら
れ
た
。

〔議
　
題
〕

ｌ
　
Ｈ
月
以
降
の
活
動
報
告

２
　
平
成
１８
年
度
の
活
動
計
画

６
月
１０
～
Ｈ
日
　
日
山
協
自
然

保
護
委
員
総
会

（大
分
県
）

６
月
１３
日
　
自
然
保
護
委
員
会

（県
ス
ポ
ー
ツ
会
館
）

駅前アrl■ス
名古屋駅前の山とスキーの専門店

〒 4500002名 古屋市中村区名駅四丁目11-27
(第 2ト ヨタビル東館 lF)

TEL 052-565-1417

６
月
１７
～
・８
日
　
自
然
保
護
指

導
員
研
修
会

（北
谷
小
屋
）

１０
月
２８
日
　
藤
原
岳
植
生
保
護

１０
月
２９
日
　
第
２‐
回
自
然
観
察

会

（御
池
岳
周
辺
）

Ｈ
月
２‐
日
　
自
然
保
護
委
員
会

（県
ス
ポ
ー
ツ
会
館
）

３
　
自
然
保
護
指
導
員

更
新
１
名
、
新
規
な
し

▼
昨
年
末
の
記
録
的
な
大
雪
は
、

各
地
で
甚
大
な
雪
害
を
も
た
ら
し

た
。
こ
の
雪
で
ス
キ
ー
場
は
さ
ぞ

賑
わ

っ
て
い
た
だ
ろ
う
と
思
い
き

や
、
余
り
の
雪
の
多
さ
に
交
通
が

マ
ヒ
し
、
雪
崩
の
危
険
が
あ

っ
た

り
で
、
却

っ
て
ス
キ
ー
ヤ
ー
が
敬

遠
し
て
し
ま

っ
た
。

▼
し
か
し
、
あ
の
強
い
寒
波
も
長

続
き
し
な
い
。
異
常
気
象
で

一
時

的
な
ド
カ
雪
だ

っ
た
。
暖
か
く
な

る
と
豪
雨
や
洪
水
被
害
も
心
配
。

や

っ
ぱ
り
、
地
球
温
暖
化
現
象
が

原
因
か
η
世
界
中
の
地
球
が
ど
こ

か
お
か
し
い
…
。

▼
当
会
常
任
理
事
の
桑
原
禎
蔵
さ

ん
が
、
「
日
か
ら
唐
松
岳

へ
３
人

を
ガ
イ
ド
し
、
下
山
途
中
吹
雪
に

な
り
雪
洞
を
掘

っ
て
ビ
バ
ー
ク
。

天
候
悪
化
が

つ
づ
き
救
助
を
要
請

し
待

っ
た
が
、
１５
日
ヘ
リ
に
収
容

さ
れ
る
も
既
に
死
亡
し
て
い
た
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。
（Ｎ
）

鏑
条
後
記
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常
任

理
事

会

▼
１１
月
１
日
（火
）
Ｏ
Ｍ
Ｃ
ビ
ル

〔出
席
者
〕
石
川
会
長
、
安
藤
副

会
長
、
和
田
副
理
事
長
、
渋
谷
、

砦
律
然
、
一員
稿
、
開
尖一
、
杉
本

（憲
）

梶
川
、
角
野
各
常
任
理
事
、
中
平

等
議
長

Ｉ
報
告
事
項

１
　
少
年
少
女
登
山
教
室
（１０
／
１

御
在
所
岳
）桑
原

２
　
自
然
保
護
委
員
会
（
１０
／
２２

～
２３
藤
原
岳
）杉
本
會
》

３
　
佐
藤
家
か
ら
５０
万
円
寄
贈
の

申
し
入
れ
に
つ
い
て
承
認
。

４
　
第

６０
回
岡
山
国
体
（
１０
／
２３

～
０
北
村

Ⅱ
審
議

・
お
知
ら
せ
事
項

１
　
日
山
協

臨
時
理
事
会
（
Ｈ
／

嬌
塁
δ
安
藤

２
　
一昌
体
連
新
人
大
会
（
Ｈ
／
１２

～
‐３
釈
迦
ヶ
岳
）伊
藤

３
　
日
山
協

登
攀
技
術
研
修
会

（
Ｈ
／
・２
～
・３
山
形
）
岩
瀬

４
　
登
山
勉
強
会
（Ｈ
／
１５
県
入
こ

岩
瀬

５
　
救
助
技
術
講
習
会
（
Ｈ
／
１９

～
２０
ブ
ッ
ポ
ー
ウ
オ
ー
ル
）

６
　
自
然
保
護
委
員
会
（
Ｈ
／
２２

県
ス
ポ
）杉
本
↑
》

７
　
日
山
協

自
然
保
護
委
員
総

〈
員
Ｈ
／
２６
～
２７
）杉
本
Ｔ
）

８
　
「遭
難
を
考
え
る
会
」
講
演

△員
ｎ
／
２９
県
ス
ポ
）高
橋

９
　
冬
山
遭
難
対
策
会
議
（
１２
／

２０
県
ス
ポ
）高
橋

１０
　
岳
連
親
睦
ス
キ
ー
大
会
（２
／

５
イ
ト
ン
こ
関
谷

▼
‐２
月
６
日
（火
）
Ｏ
Ｍ
Ｃ
ビ
ル

〔出
席
者
〕
石
川
会
長
、
北
村
理

事
長
、
和
田
、
鈴
木
副
理
事
長
、

杉
本

（三
）
、
岩
狭
、
角
野
、
関

谷
、
渋
谷
、
杉
本

（憲
）
各
常
任

理
事
、
中
平
等
議
長

Ｉ
報
告
事
項

１
　
日
山
協

臨
時
理
事
会
（
Ｈ
／

坦
昼
δ
安
藤

２
　
高
体
連

新
人
大
会
（
Ｈ
／
１２

～
・３
釈
迦
ヶ
岳
）
関
谷

３
　
日
山
協

登
攀
研
修
会
（
ｎ
／

・２
～
じ
岩
瀬

４
　
登
山
勉
強
会
（
Ｈ
／
１５
県
ス
こ

岩
瀬

５
　
救
助
講
習
会
（
Ｈ
／
１５
ブ
ツ
ポ

ー
ウ
ォ
ー
ル
Ｙ
昌
橋

６
　
日
山
協

自
然
保
護
委
員
総

△員
Ｈ
／
２６
～
２７
）
杉
本

７
　
「遭
難
を
考
え
る
会
」
（Ｈ
／

２９
県
ス
ポ
）高
橋

Ｉ
審
議

。
お
知
ら
せ
事
項

１
　
冬
山
遭
難
対
策
会
議
（１２
／

２０
県
ス
ポ
三
品
橋

２
　
高
体
連
第
２
回
登
山
部
委
員

△■
１
／
・７
）関
谷

３
　
指
導
員
集
会
（１
／
２０
東
三

河
）岩
瀬

４
　
岳
連
親
睦
ス
キ
ー
大
会
（２
／

５
イ
ト
シ
こ
杉
本
（憲
）

５
　
指
導
員
集
会
（２
／
１４
名
古

屋
）岩
瀬

６
　
日
山
協
漁
栞
彗
予
蹴
樅
Ｋ
員
２
／

・８
～
‐９
八
王
子
）石
川

７
　
日
山
協

評
議
員
会
（２
／
１９

東
京
）北
村

８
　
自
然
保
護
委
員
会
総
会
（２
／

２‐
県
ス
ポ
）杉
本
Ｔ
》

９
　
来
年
度
の
会
議
室
使
用
予
定

に
つ
い
て
（角
野
）

▼
１
月

１０
日
（火
）
Ｏ
Ｍ
Ｃ
ビ
ル

〔出
席
者
〕
阿
部
副
会
長
、
北
村

理
事
長
、
角
野
、
杉
本

（三
）
、

高
橋
、
関
谷
、
渋
谷
、
桑
原
、
安

井
、
杉
本

（憲
）
、
梶
田
各
常
任

理
事
、
中
平
等
議
長

Ｉ
報
告
事
項

１
　
冬
山
遭
対
会
議
お
よ
び
冬
山

合
宿
（高
橋
）

２
　
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
大
会

３
　
そ
の
他

Ｉ
審
議

・
お
知
ら
せ
事
項

１
　
指
導
員
集
会

（
１
／
２〇
二
河

地
区
）
岩
瀬

２
　
指
導
員
岩
登
り
検
定
会
（１
／

２２
南
山
）
岩
瀬

３
　
岳
連
親
睦
ス
キ
ー
大
会

（２
／

５
イ
ト
シ
こ
杉
本
（憲
）

４
　
指
導
員
集
会

（２
／
１４
名
古

屋
）
岩
瀬

５
　
日
山
協

海
外
登
山
研
究
会

（２
／
１８
～
‐９
八
王
子
）
石
川

６
　
日
山
協

評
議
員
会

（２
／

１９

東
京
）
北
村

７
　
自
然
保
護
委
員
総
会

（
２
／

２‐
県
ス
ポ
）
杉
本
Ｔ
こ

８
　
日
山
協

山
岳
レ
ス
キ
ュ
ー
講

習
会

（２
／
２５
～
２６
山
形
）

９
　
山
岳
ト
ラ
イ
ア
ル
（
３
／
１２
）

猿
投
山

国
体
予
選
会

１０
　
２
フ
イ
ミ
ン
グ
国
体
予
選
会

（４
／
９
０
Ｍ
Ｃ
）

◆
愛
知
岳
連
定
期
総
会
◆

４
月
２２
日
（土
）
９
・３０
～
１２
・００

◆
春
山
遭
難
対
策
会
議
◆

４
月
２２
日
（土
）
１３
・００
～
‐５
・００

〈愛
知
県
ス
ポ
ー
ツ
会
館
）
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